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東日本大震災と格差 
                                             佐藤 嘉倫 

 

東日本大震災から約６ヶ月がたとうとしてい

る。研究室や自宅では、本や食器が散乱したり家

具が倒れたりしたが、建物の構造自体は問題がな

く、現在ではかなり元の生活に戻りつつある。し

かし、よく利用する仙台空港や観光で訪れた気仙

沼が津波による甚大な被害を受けたため、「もしか

したら自分も津波に巻き込まれていたかもしれな

い」という当事者意識や「自分だけ生き残ってし

まった」というなんとも言えない感覚を拭い去る

ことができない。このため、大震災を社会科学者

として冷徹に考えることができなかった。しかし

会報の巻頭言を執筆する機会を与えていただいた

ので、尐しこのことについて考えてみたい。 

社会階層や不平等、格差の問題を専門とする

者にとって、やはりもっとも気になるのは震災

後の格差である。私の住む仙台市の街中はもう

地震がなかったかのような様相を呈している。

一方で、津波の被害を受けた地域は「復興」と

いう言葉がむなしく響くような状況である。こ

こから、当然、被災しなかった人々と被災した

人々の間の格差が問題になるだろう。 

しかし私がより関心を持つのは、被災した

人々の間の格差である。大震災後も仕事を継続

できている人と失業した人、家族を失った人と

家族が無事だった人、地震保険に入っていた人

と入っていなかった人、などなど。大震災前は

同じような生活や仕事をしていた人々、言い換

えれば同じ社会階層に属していた人々が、大震

災によって異なる出発点に立っている。この出

発点の違いが時間経過によって格差拡大につ

ながるのか、それとも格差は縮小していくのか、

学術的にも政策的にも重要な問題である。 

振り返ってみれば、社会階層論や社会移動論

は「普通の社会」を想定していた。産業化や近

代化のような長期的な社会変動は想定するが、

急激な社会変動が階層や不平等に及ぼす影響

はあまり考慮してこなかった。私が研究代表者

を務めた 2005 年社会階層と社会移動全国調査

（SSM 調査）では、このことに対する反省も含

めて、バブル経済崩壊以降、急速に進んでいる

階層の流動化（たとえば非正規雇用の増大）に

正面から取り組んだ。しかし大震災による急激

な社会変動は階層研究・社会移動研究のさらな

る見直しを迫っている。 

この学術的検討のために、また格差拡大を防

ぐ政策を立案するために、被災者を対象とした

きちんとした調査データが必要である。いい加

減な調査データに基づいて政策立案をしては、

被災者にとって取り返しのつかない結果を引

き起こしてしまう危険がある。しかし大震災の

被災者の一人としてこのような調査にはため

らいもある。いまだに避難所で暮らしている

人々や仮設住宅に住んでいる人々に「あなたの

現在の職業は何ですか」、「あなたは今の生活に

満足していますか」などと尋ねることはできな

い。被災者の心を傷つけずに正確なデータを得

る方策を考える必要がある。 

本会報の別の記事にあるように、今年８月末

にすべての SSM 調査データが公開される。SSM

調査は1955年から10年ごとに実施されてきた
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世界に類を見ない調査である。大震災前の日本

社会の社会階層、社会移動、不平等を分析する

のには最適のデータだろう。このデータが活用

され大震災後の調査データと比較されること

で、日本の再生につながる研究が出てくること

を期待している。 

（さとう よしみち，東北大学） 

 

 

日本行動計量学会第39回大会 

のご案内（第３報） 

第39回大会実行委員長 

森 裕一(岡山理科大学総合情報学部) 

 

いよいよ日本行動計量学会第 39 回大会が間近

に迫りました。 

おかげをもちまして，14 テーマ 19 コマの特別

セッション，7テーマ14コマの一般セッションに

加え，テスト学会と共催のチュートリアルセミナ

ー，真水で海水魚を育てる施設の特別見学会，岡

山のベンガラ産業遺産に関する特別講演，そして，

行動計量学と震災研究について討論する特別企画

シンポジウム「震災報道と行動計量学」と各種企

画もあい整い，みなさまの来岡をお待ちしており

ます。当日参加も歓迎いたします。どうぞ，みな

さまふるってご参加ください。（一部，プログラム

に変更が出ております。大会Ｗｅｂあるいは会場

受付の掲示板でご確認ください。） 

 

１．大会の基本情報 

・期 間：2011年 9月11日（日）～14日（水） 

11日は，チュートリアルセミナー 

・場 所：岡山理科大学 

第25号館（創立40周年記念館） 

〒700-0005 岡山市北区理大町1-1 

（11日は岡山大学教育学部） 

・ＵＲＬ：http://www.bsj2011.org/ 

・連絡先：office@bsj2011.org 

〒700-0005 岡山市北区理大町1-1 

岡山理科大学 総合情報学部 

森研究室内 

 

２．大会の構成 

11(日) 13:00～18:30（開場・受付開始12:30） 

 チュートリアルセミナー 

12(月) 10:00～18:00（開場・受付開始 9:30） 

 特別見学会，特別／一般セッション 

13(火) 10:00～17:45（開場・受付開始 9:30） 

 特別企画シンポジウム，特別講演，特

別／一般セッション，総会，懇親会

（18:20～） 

14(水) 10:00～15:00（開場・受付開始 9:30） 

 特別／一般セッション 

 

３．チュートリアルセミナーのご案内 

・開催日：9月 11 日（日）（日本テスト学会と共

催） 

・場 所：岡山大学教育学部本館４階401教室 

・13:00～15:00 「シンボリックデータ解析」水田

正弘（北海道大学） 

 15:20～18:30 「学力評価の新潮流」植野真臣（電

気通信大）・荘島宏二郎（大学入試セン

ター） 

 

４．特別セッションテーマ一覧 

・アジア・太平洋価値観国際比較－文化多様体解

析 

・調査員調査の現状  

・調査環境の現状と実践的対応方法 

・郵送調査法の実践と研究－新たな知見を求めて 

・マーケティング意思決定のための計量分析 

・リエゾン心身処方学の展開－行動計量学からの

挑戦－3 

・人間は進歩するが歴史は回転する  

・人間行動と物語 

・大学院教育プログラムにおける評価と課題 

・統計教育の今後の展望－新課程実施を踏まえた

大学入試への期待と課題－ 

・判別分析の新潮流 

・非対称データの解析 

・複雑系データ解析 

・テキストマイニングの現在 
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５．特別企画のご案内 

・特別見学会「『好適環境水』施設見学と解説」 

 山本俊政（岡山理科大） 

・特別講演「歴史の継承～ベンガラ・ルネサンス

～」 

 西江晃治（(株)西江邸） 

・特別企画シンポジウム「災害報道と行動計量学」 

「災害研究と災害報道」土田昭司（関西大） 

「災害報道とテレビ」江利川滋（TBSテレビ） 

「災害時におけるソーシャルメデイアの功罪」

遊橋裕泰（NTTドコモ・モバイル社会研究所） 

「ジャーナリストの惨事ストレスについて」松

井 豊（筑波大）・福岡欣治（川崎医療福祉大） 

司会：飽戸 弘（学会理事長，東洋英和女学院，

東京大・名誉教授） 

後援：岡山市教育委員会 

 

６．宿泊・アクセスについて 

旅行の斡旋等は行いませんが，必要でしたら，

下記の本学のトラベルセンターをご利用ください。 

 株式会社トラベル日本 

  Tel: 086-250-0310  Fax: 086-214-6180 

  メール: ous@travelnippon.co.jp 

 

 

 

運営委員会より 

 

2010 年度研究部会活動報告 

 

○サーベイ・メソドロジー研究会 

松本正生（埼玉大学） 

 

平成22(2010)年度におけるサーベイ・メソドロ

ジー研究会の主要な活動は、行動計量学会の第38

回大会(2010.9.23)でセッション報告を行うこと

であった。当該大会では、調査関連のセッション

が多数設定されたことから、われわれの研究会と

して、どのような特性ないし独自性を出したらよ

いのかを検討した。その結果、社会の変容にとも

なう調査環境の変化、とくに実査条件の変化につ

いて、この変化をどのように捉え、対応していく

のかという基本的な問題設定により、われわれ研

究会のメンバー構成を活かして、実践的な取り組

みを紹介することになった。 

こうしてセッションのタイトル、「調査環境の

現状と実践的対応方法 ―電話調査とＷＥＢ調査

における取り組み―」が決定し、１．「電話調査(追

跡・割当・任意法)の実査管理の特徴と可能性」（中

川純一）、２．「携帯電話限定層が電話調査に及ぼ

す影響について」（福田昌史）、３．「市場調査にお

ける調査の品質とＷＥＢモニター調査での取り組

み」（佐藤寧）の３本の個別報告を設定した。討論

者は、研究会の外部から鈴木督久氏にお願いした。 

先ず、第１の中川報告は、調査方法として早く

も成熟期を迎えた観のあるＲＤＤ方式の電話調査

(ＲＤＤ調査)を取り上げ、追跡法と割当法の２つ

の手法における実査管理の特徴、および課題を紹

介した。第２の福田報告は、固定電話を使用する

現在のＲＤＤ調査において大きな課題となってい

る「携帯電話限定層(携帯限定層)」に焦点を当て、

その量的把握、および、調査結果に及ぼす影響を

推定した。第３の佐藤報告は、調査におけるモラ

ル、調査のコストなどを含め市場調査の品質を定

義した上で、調査対象者との適切な環境作りも調

査の品質として重要であることを指摘し、ＷＥＢ
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モニター調査の利点を生かした調査の総合的品質

を高める手法を紹介した。 

セッション当日は、いずれの報告についても密

度の濃い質疑が展開されたが、とりわけ福田報告

における携帯電話限定層の出現率とその影響に関

する知見は大きな注目を集め、マス・メディアで

も紹介され各方面で引用されることとなった。 

 

 

理事会議事録 

 

 
日本行動計量学会2010年度第5回理事会議事録 

 

日時：2011年2月28日（月）18：10～20：00 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 飽戸弘理事長 

出席者 飽戸弘、足立浩平、今泉忠、岩崎学、大

森拓哉（書記）、岡太彬訓、菊地賢一、繁桝算男、

千野直仁、鄭躍軍、林文、星野崇宏、松本渉、

村上征勝、森裕一、森本栄一、椎名久美子 

 

資料 

1. 2010年度第3回理事会議事録案 

2. 2010年度第4回理事会議事録案 

3. 2010年度総会議事録案 

4. 事務局所在地に関する細則（案） 

5. 欧文誌編集委員会から報告 

6. 第14回春の合宿セミナーのご案内 

7. 会費長期滞納者数 

8．横幹連合報告 

9．第39回大会資料 

10．論文データベースEBSCOについて 

 

議事 

1. 2010 年度第 3、4 回理事会議事録、2010 年度

総会議事録確認および承認 

飽戸理事長より、資料1、2、3にもとづき、第

3 回、4回理事会議事録、2010 年度総会議事録案

が示され、承認された。 

 

2. 第39回大会 

森大会実行委員長より、資料9にもとづき、第

39回大会の概要、スケジュール等が示された。チ

ュートリアルについては9月11日に日本テスト学

会と共催で岡山大学にて開催されることが報告さ

れた。 

 

3. 事務局所在地に関する細則について 

村上組織検討委員長より、資料4にもとづき、

事務局所在地に関する細則案が示され、協議修正

の後、承認された。 

 

4. 各委員会報告 

・編集委員会 

足立欧文誌編集委員長より、資料5にもとづき、

次号は3月に6編の論文で発刊されること、およ

び現在の投稿状況について報告があった。また、

資料10にもとづき、論文データベースEBSCOより

加入の勧誘があったことが報告され、検討するこ

ととなった。また、岡太委員長より特集号につい

ての説明があった。 

・運営委員会 

研究部会について、新規申し込みはなし、4 件

が継続される予定であることが報告された。また、

資料6にもとづき、春の合宿セミナーについては

定員 50 名に達したため申し込みを締め切ったこ

とが報告された。 

・広報委員会 

森委員長より、3 月号の会報が発送されること

の報告があった。 

・刊行物委員会 

 岡太理事より、5月～9月の間に3巻が発刊予定

であることが報告された。 

・事務局 

菊地事務局長より、資料7にもとづき、学会費

滞納者についての報告があり、対応を協議した。

また、入会・会員種別変更・シニア会員の承認・

退会者の報告も行われた。 

 

5．その他 

・社会調査協会 

飽戸理事長より、今後のスケジュール、社会調
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査辞典刊行の検討、専門社会調査士の充実、等の

報告があった。 

・横幹連について 

今泉担当理事より、資料8にもとづき、キック

オフミーティング、フォーラム、総会についての

報告があった。 

・次回理事会は平成23年4月18日（月）18時00

分より大学入試センターにて開催予定。 

 

 

日本行動計量学会2011年度第1回理事会議事録 

 

日時：2011年5月16日（月）18：15～20：30 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行 飽戸弘理事長 

出席者 飽戸弘、岩崎学、植野真臣、大津起夫、

大森拓哉（書記）、菊地賢一、竹村和久、鄭躍軍、

林文、前田忠彦、松本渉、森裕一、柳井晴夫、

山岡和枝、吉野諒三、柳原良造、椎名久美子 

 

資料 

1. 2011年度予算案 

2. 会費納入のお願い（請求書） 

3. 編集委員会報告 

4. 和文誌編集委員会報告 

5. 欧文誌編集委員会から報告とご審議のお願い 

6. 運営委員会報告 

7. 会員の皆様へ 

8. 大会協賛のお願い（第31回医療情報学連合大

会） 

9. 2010年度第5回理事会議事録案 

10．会則の変更案・学会賞選考の仕組みについて 

11．会費長期滞納者数 

12．第39回大会について 

 

議事 

1. 2010 年度第5回理事会議事録の確認および承

認 

飽戸理事長より、資料9にもとづき、2010年度

第5回理事会議事録案が示され、承認された。 

 

2. 第39回大会 

森大会実行委員長より、資料 12 にもとづき、

第39回大会の概要、スケジュールのほか、震災関

連のシンポジウムが検討されていること等が報告

された。あわせて、被災者支援についても提案さ

れた。 

 

3. 東日本大震災被災者支援 

飽戸理事長より、資料7にもとづき、被災者支

援についての提案があり、年会費・大会参加費の

免除などについて検討され、承認された。会報に

ても周知することとされた。 

 

4. 第40回大会 

前田理事より、第 40 回大会開催場所が選考途

中であることが報告された。例年通りであれば東

京近辺が候補であるが、その制限なく検討するこ

とも報告された。 

 

5. 学会賞 

林理事より、資料 10 に基づき、学会賞選考の

仕組みについて改正の提案があり、候補者を挙げ

やすくするためにワーキンググループを新たに設

ける案が示された。討議の後、この方針で今年度

学会賞選考より適用することとなった。また選考

委員長も推薦された。 

 

6. 平成22年度決算案・平成23年度予算案 

菊地事務局長より、資料1にもとづき、決算案・

予算案が示され、討議の後、承認された。今後若

干の変更の可能性があることも付け加えられた。 

 

7. 会費納入期限 

菊地事務局長より、資料 11 にもとづき、次回

理事会までに除籍者リストを確定することとなっ

た。 

 

8. 各委員会報告 

・編集委員会 

菊地事務局長より、資料 3、4 にもとづき、欧

文誌発送の完了、科研費報告書の完了、データベ
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ースEBSCOの対応、著作権移譲についての報告が

あった。EBSCO についてはさらに情報収集をして

検討することになった。 

竹村和文誌編集委員長より、資料4にもとづき、

和文誌論文投稿状況、編集状況、著作権移譲、和

文誌投稿用テンプレートについての報告があった。 

・運営委員会 

植野委員長より、資料6にもとづき、震災に伴

う春の合宿セミナー中止についての事務手続き、

研究部会活動報告書についての報告があった。研

究部会活動報告書については、最終年度に和文誌

に掲載することも確認された。 

・広報委員会 

森委員長より、広報活動が滞りなく行われてい

る旨報告があった。震災関連の情報についても

Web に掲載することが確認された。また、松本渉

会員を広報委員会副委員長に新たに加えることが

提案され、承認された。 

・刊行物委員会 

柳井委員長より、行動計量学シリーズのこれま

での刊行状況（昨年度3冊）及び今後の刊行予定

が示された。 

・事務局 

菊地事務局長より、新入会員の紹介があり、承

認され、また、退会会員の報告があった。また、

資料8にもとづき、第31回医療情報学連合大会協

賛が承認された。 

 

9．その他 

・寄付金について 

菊地事務局長より、第 36 回大会実行委員会よ

り寄付があったことが報告された。 

・社会調査協会 

飽戸理事長より、吉野理事が社会調査協会研究

活動委員長を退任することが報告された。 

・統計関連学会連合について 

岩崎理事より、理事長に統計数理研究所の椿氏

が就任することとなったことが報告された。 

・横幹連について 

飽戸理事長より、今後プロジェクトの募集など

がある場合には応募の周知などをすることが報告

された。 

・会則変更について 

 飽戸理事長より、かねてより検討されてきた“理

事長の任期を、二期連続してつくことはできない

こととする”とする修正案が示され、次回総会に

提案することとなった。 

・次回理事会は平成23年7月4日（月曜）18時

より大学入試センターにて開催予定。 

 

 

社会階層と社会移動全国調査（SSM調査） 
データ公開のお知らせ 

 

今年８月末に、1955年、1965年、1975年、1985

年、2005年のSSM調査データを東京大学社会科学

研究所SSJデータアーカイブ 

（http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/）で公開

いたしました。既に1995年SSM調査データは公開

されていますので、今回の公開によりすべての

SSM 調査データを利用することが可能になりまし

た。皆様の研究等にご活用ください。 

公開に際しましては、SSM 調査プロジェクトの

歴代研究代表者の先生方を初めとして多くの方々

のお世話になりました。深く御礼申し上げます。 

 

佐藤嘉倫（2005年SSM調査研究会代表） 
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関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

（開催日順に掲載） 

 

☆第13回日本感性工学会大会 

開催日：2011年9月3日(土)～5日(月) 

開催場所：工学院大学新宿キャンパス 

http://www.jske.org/taikai/5/ 

 

☆第52回数理社会学会大会 

開催日：2011年9月6日(火)・7日(水) 

開催場所：信州大学松本キャンパス 

※震災のため会場が変更になりました。 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/index.html 

 

☆日本テスト学会第9回大会 

開催日：2011年9月10日（土）～11日（日） 

開催場所：岡山大学津島キャンパス教育学部，株

式会社ベネッセコーポレーション本社ビル 

http://ed-www.ed.okayama-u.ac.jp/~jart2011/ 

 

☆第84回日本社会学会大会 

開催日：2011年9月17日(土)・18日(日) 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

※震災のため会場が変更になりました。 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/ 

 

☆World Association for Public Opinion  

Research (WAPOR) 第64回年次大会 

開催日：2011年9月21日(水)～23日(金) 

開催場所：Amsterdam, The Netherlands 

http://wapor.unl.edu/64th-annual-conference/ 

 

☆第30回 日本シミュレーション学会大会 

開催日：2011年10月22日(土)・23日(日) 

開催場所：東海大学 高輪キャンパス 

http://www.jsst.jp/e/JSST2011 

http://www.jsst.jp/j/event/detail/2011/jsst2

011.html 

 

☆第14回情報論的学習理論ワークショップ 

(IBIS2011) 

開催日：2011年11月9日(水)～11日(金) 

開催場所：奈良女子大学 講堂, 記念館 

http://ibisml.org/ibis2011/ 

 

☆2011年度世論調査協会研究大会 

開催日：2011年11月11日(金) 

開催場所：中央大学駿河台記念館（お茶の水） 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/japor/ 

 

☆第31回 医療情報学連合大会（第12回 日本医

療情報学会学術大会） 

開催日：2011 年 11 月 21 日(月)～23 日(水)＜20

日(日)プレコングレス（チュートリアルなど）＞ 

開催場所：鹿児島市市民文化ホール，サンロイヤ

ルホテル，南日本新聞社みなみホール 

 

公募・求人情報 

 

☆東邦大学理学部情報科学科 教員公募 

（情報科学・確率論などの分野） 

１．募集人員： 

 教授・准教授・または専任講師  １名 

 今回の公募では、職位・年齢は制限せずに広く募り

ます。 

２．専門分野： 

 情報科学・情報処理を数理的な観点から教育・研究

できる方 

特に、確率解析（確率論、数理統計学、確率過程論

など）をベースとした数理モデルを主な研究分野とし、

応用（例えば、情報通信理論、統計的手法による知識

情報処理、数理経済学、行動科学などのいずれか）に

も精通された方が望ましい。 

３．担当授業科目：  

以下のような内容の授業（必ずしも正式の授業名で

はありません）から幾つかを、ご相談の上担当してい

ただきます。 

基礎科目： 確率論、数理統計、データ解析、確率過

程論 

応用科目： 情報理論、パターン認識、ファイナンス
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数学など 

この他、計算機を用いた情報科学実験演習、卒業研

究にも携わっていただきます。 

４．着任希望時期： 平成２４年４月１日 

５．応募資格： 博士の学位を有する方。学部及び大

学院の教育・研究指導に熱意のある方。 

６．提出書類：  

１）履歴書 

２）業績リスト（学位論文、原著論文（査読有・無を

区別する）、その他の著作、特許などに分類してお書き

ください） 

３）主要原著論文の別刷り５編程度（コピー可） 

４）これまでの教育実績（担当科目など）と、教育へ

の抱負 （2,000字程度） 

５）これまでの研究の概要と、今後の研究計画 （そ

れぞれ2,000字程度） 

６）応募者について照会できる方２名の氏名と連絡先

（e-mailを含む） 

７．応募締切：平成２３年９月２８日（水）必着 

８．応募書類送付先 

〒274-8510  千葉県船橋市三山２－２－１   

東邦大学理学部情報科学科 主任 山内長承 

（封書の表に「数理知能科学系教員応募書類在中」と

朱書きし、簡易書留等で送付してください。） 

９．本件の問合せ先 

東邦大学理学部情報科学科  主任 山内長承 

e-mail: yamanouc@is.sci.toho-u.ac.jp     

Tel 047-472-1176 （ダイヤルイン） 

※ 東邦大学は男女共同参画を推進しています。女性

の積極的な応募を歓迎します。 

 

☆東邦大学理学部情報科学科 教員公募 

（情報科学・医療・生命科学などの分野） 

１．募集人員： 

 教授・准教授・または専任講師  １名 

 今回の公募では、職位・年齢は制限せずに広く募り

ます。 

２．専門分野： 

 情報科学・情報処理を応用側の観点から教育・研究

できる方、特に医療・生命科学等の分野への教育・研

究を、既存教員と協力して推進できる方。且つ、情報

科学及びコンピュータに関する基礎科目の教育を担当

できる方。 

３．担当授業科目：  

以下のような内容の授業（必ずしも正式の授業名で

はありません）から幾つかを、ご相談の上担当してい

ただきます。 

バイオインフォマティクス、医療情報学、医用メデ

ィア処理、医用システム論、生体情報工学、知識情

報処理、データベース、数理生物学など 

医学生物学関連の入門科目 

情報処理系基礎科目（プログラミング、アルゴリズ

ムとデータ構造、など） 

この他、プロジェクト（計算機を用いた実習科目）、

及び卒業研究を担当していただきます。 

４．着任希望時期： 平成２４年４月１日 

５．応募資格： 博士の学位を有する方。学部及び大

学院の教育・研究指導に熱意のある方。 

６．提出書類：  

１）履歴書 

２）業績リスト（学位論文、原著論文（査読有・無を

区別する）、その他の著作、特許などに分類してお書き

ください） 

３）主要原著論文の別刷り５編程度 （コピー可） 

４）これまでの教育実績（担当科目など）と、教育へ

の抱負 （2,000字程度） 

５）これまでの研究の概要と、今後の研究計画 （そ

れぞれ2,000字程度） 

６）応募者について照会できる方２名の氏名と連絡先

（e-mailを含む） 

７．応募締切：平成２３年９月２８日（水）必着 

８．応募書類送付先 

〒274-8510  千葉県船橋市三山２－２－１   

東邦大学理学部情報科学科 主任 山内長承 

（封書の表に「メディア生命科学系教員応募書類在中」

と朱書きし、簡易書留等で送付してください。） 

９．本件の問合せ先 

東邦大学理学部情報科学科  主任 山内長承 

e-mail: yamanouc@is.sci.toho-u.ac.jp     

Tel 047-472-1176 （ダイヤルイン） 

※ 東邦大学は男女共同参画を推進しています。女性

の積極的な応募を歓迎します。 
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学会刊行物のお知らせ 

 

日本行動計量学会では，シリーズ「行動計量の

科学」（柳井晴夫・岡太彬訓・繁桝算男・吉野諒三・

森本栄一編，全10巻）の刊行を進めております。 

 

（既刊） 

岡太彬訓・守口剛著『マーケティングのデータ分

析』（シリーズ〈行動計量の科学〉２）朝倉書

店． 

植野真臣・荘島宏二郎 著『学習評価の新潮流』（シ

リーズ〈行動計量の科学〉４）朝倉書店． 

吉野諒三・林文・山岡和枝 著『国際比較データ

の解析』（シリーズ〈行動計量の科学〉５）朝

倉書店． 

市川雅教 著『因子分析』（シリーズ〈行動計量の

科学〉７）朝倉書店． 

村木英治 著『項目反応理論』（シリーズ〈行動計

量の科学〉８）朝倉書店． 

足立浩平・村上 隆 著『非計量多変量データ解析

－主成分分析の非計量化と多重対応分析－』

（シリーズ〈行動計量の科学〉９）朝倉書店． 

 

（以下続刊） 

『行動計量学への招待』（シリーズ〈行動計量の

科学〉１）柳井晴夫編（飽戸弘・松原望・池田

央・高倉節子・宮原英夫・丸山久美子・猪口孝・

木下冨雄分担執筆）（9月中発行） 

『医療サービスの計量分析』（シリーズ〈行動計量

の科学〉３）久保武士・清木 康 

『意思決定の処方』（シリーズ〈行動計量の科学〉

６） 竹村和久・藤井 聡 

『統一的カテゴリカルデータ解析』（シリーズ〈行

動計量の科学〉１０） 星野崇宏 

 

 

会員の著書等 

（発行年月の新しい順） 

 

山田剛史・林創著『大学生のためのリサーチリテ

ラシー入門：研究のための 8つの力』ミネルヴ

ァ書房，2011年 8月． 

 

大隅昇監訳（氏家豊・大隅昇・松本渉・村田磨理

子・鳰真紀子訳）『調査法ハンドブック』朝倉

書店，2011 年 6 月．（原著：Groves, Robert M., 

Floyd J. Fowler, Mick P. Couper, James M. 

Lepkowski, Eleanor Singer, & Roger Tourangeau 

Survey Methodology. Wiley-Interscience, Hoboken, 

NJ, 2004） 

 

繁桝算男・岸野洋久・大森裕浩監訳『ベイズ統計

分析ハンドブック』朝倉書店，2011年 6月．（原

著：Dey, C.R. Rao ed. Bayesian Thinking: Modeling 

and Computation. Amsterdam; Boston; Tokyo: 

Elsevier.） 

 

猪口孝＝ドウチュル・シン共編『東アジアのクオ

リティー・オブ・ライフ』東洋書林，2011 年 2

月． 

 

朝野熙彦著『最新マーケティング・サイエンスの

基礎』講談社，2010年 12月． 

 

Tango, Toshiro 著 Statistical Methods for Disease 

Clustering (Statistics for Biology and Health), 

Springer, 2010年 2月． 

 (Book Reviews: Journal of Royal Statistical Society, 

Series A 2011; 174: 848-849. By M. D. Ugarte) 
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学会誌論文投稿先 

  

学会大会で発表された研究などをできるだけ

論文として投稿してください。お待ちしておりま

す。 

 

和文誌：「行動計量学」 

〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 

早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 

E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1--2 

大阪大学人間科学研究科 足立浩平 

E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp 

 

 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2011年8月8日現在) 

正会員：      896名（海外9含む） 

準会員：       67名 

名誉会員：      8名 

賛助会員：      23社 

寄贈会員：       9名 

シニア会員：     18名 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています。詳しく

は，下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係(担当：岸) 

bsj-post@bunken.co.jp 

TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 

 

 

日本行動計量学会Webページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html  

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除に

ついて 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています。

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

ってください。なお，会員であることを確認する

ために会員番号が必要ですので，学会からの送付

物の宛名シールなどを用意してください。 

 よろしくお願いします。 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報，

会員向けメーリングリストの2つのページが会員

専用となっています。これらのページにアクセス

する際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります。 

 

ユーザー名：bsj   

パスワード：1973 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が出版された本や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，公募・求人情報などの情報を含め，会員の

皆様から原稿を募集しております。過去の会報の

形式を参考にして原稿をおまとめいただき，下記

の送付先までお送り下さい。 

なお，編集の都合上，発行月（3，6，9，12）

の前々月の末日まで（次号 131 号の場合には 10

月末日）にお寄せいただければ，直近号に掲載す
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ることが可能です。それ以降に届いたものにつき

ましては，内容を判断した上で，次号に回させて

いただきますのでよろしくお願い申しあげます。 

 

会報原稿送付先 

〒569-1095 大阪府高槻市霊仙寺町2－1－1 

関西大学総合情報学部 松本 渉 

 matsumoto@res.kutc.kansai-u.ac.jp 

TEL : 072-690-2422 

 

編集後記 

今回の巻頭言は，東北大学の佐藤嘉倫先生にお

引き受け頂きました。前号の巻頭言では，東日本

大震災を受けての飽戸理事長からの会員への呼び

かけでしたので，今号では，それを受けて，実際

に東北で被災された方からのお声を届けさせて頂

くことにしました。完全な復興には，まだまだ長

い道のりのようですが，SSM 調査のデータ公開と

いう新しい動きも出てきましたので，明るい兆し

もあるように思われます。 

ところで，前回の会報に掲載されている 2010

年度第4回理事会議事録には，学会賞として，出

版賞（正式名称は，“杉山明子賞（出版賞）”）が新

設されたことが書かれていました。また，今号に

掲載されている2011年度第1回理事会議事録には，

学会賞選考のために候補者を挙げやすくするため

のワーキンググループが設けられることが書かれ

ています。これはつまり，ワーキンググループが，

会員の著書から出版賞の候補を探し出すというこ

とを意味しています。本学会では，自薦での応募

をしていませんので，1000名近い会員の著書をは

たしてどうやって探すのか？という疑問がわくか

と思います。確かに難しそうですが，全く探し出

す手掛かりがないわけではありません。例えば，

この会報にある会員の著書紹介のコーナーです。

本学会では，これほど会員の著書情報がまとまっ

たものは他にありません。ワーキンググループで

も，当然参照することと思われます。つまり，会

報で紹介された著書は，出版賞の候補作となるか

もしれないのです。そして，大事なことは，この

コーナーへの掲載は，著者の自薦でも可能だとい

うことです。会報編集担当としては，これを機に，

本を出された会員の方から，どしどし著書の情報

が届くことを期待しています。 

なお，たまたまなのですが，『東アジアのクオ

リティー・オブ・ライフ』の著者である猪口先生

から，ご著書の紹介文を頂きました。今号では，

スペースがありますので，この場でご紹介させて

頂くことにします。 
 

2003年から2008年までアジア全域で二十九カ国、一

国800－2000のサンプル・ サイズで世論調査を実施し

た。同じ国でも2－5回 世論調査を行なっている。「普

通の人々の日常生活」が主題である。生活の質につい

て最も体系的に、大量の経験的なデータをアジア全域

で収集したものを基礎 にしている。本書は日本、韓国、

中国、台湾、香港、シンガポールのデータを分析した

ものである。儒教社会と時に呼ばれるこれらの社会で

ひとびとがどのよう に生活の質を感ずるかを徹底的

に分析したものである。本学会の多くの方にも読んで

いただけたらと思います。 

猪口孝  新潟県立大学学長 
 

前号の編集後記では，情報提供のツールとして，

会報の内容をもう尐し充実させたいということを

書きました。著書紹介コーナーで，各著書につい

て紹介文を掲載するのも将来的には検討すべきか

もしれません。しかし，全ての書籍について情報

を集めることが難しいことなどから，今号では前

号同様の体裁としました。次回以降，各著者から

著書紹介を申し込むスタイルが確立できるようで

あれば，検討していきたいと思います。 

（まつもとわたる 松本渉） 
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